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高連協研究事業報告 

「NPO 法人高齢社会をよくする女性の会」共同研究 

  「女一生の働き方」 

～高齢者雇用の現場から発進！！～ 

社会福祉法人江東園 施設長 杉  啓以子  

１． はじめに． 

高齢社会 NGO 連携協議会（略称/高連協）の 2021 年度政策提言事業と

して、高連協参加団体である「NPO 法人高齢社会をよくする女性の会」

の皆様と高連協の共同代表である樋口恵子氏とご一緒に中高年の多様な

働き方と高齢女性の生きづらさを日々現場で見続けている立場から、江

東園における高齢者の雇用から高齢女性の貧困の現状と課題について発

信し、高齢女性の B.B 貧乏婆さんからの脱却、そして、幸せな老後の在

り方の提言に結び付けられれば幸いです。 

２．江東園ケアセンターつばきの高齢者活用・雇用の現状 

「江東園ケアセンターつばき」（略 ケアセンターつばき） 

は 2006年(平成 18年)に知的障がい者通所・就労B型事業を中心とした、

老人デイサービス・保育園・ヘルパー事業所等の複合型共生施設を江戸川

区春江町に開設しました。 



2 

 

  法人初の知的障害通所事業であるため、新規採用職員が若い事、そして何よ

り、建設にあたり地域町会・自治会へのご理解を得ることの重要性を考えて、1

階の「カフェ TUBAKI」の運営を無償ボランティア(昼食のみ提供)として、障碍

者の保護者の会にお願いした。日々保護者の皆様が施設にいることで施設の理

解を深めることができた。 

また、障がい施設の支援員補助として、地域に住むシニア世代の方々を支援補

助サポーターの有償ボランティア（日/5 名）として働いていただくことで新人

支援員に生活の知恵を教えていただきながら、知的障害者の地域への理解を得

たいと考えた雇用でした。 

「つばき」が通所型施設、日勤帯のみの働き方が可能であること、様々な職種

において働き方を選べること。非正規（パートタイム）で家庭や子どもを持つ男

女、母子・父子家庭者や退職後のシニア世代(男女)、修学中の大学生や自営の夫

を支える兼業主婦、生活保護受給者、触法者や成人発達障がい者等、多様な人々

の雇用の受け皿となった。また、高齢者の体力に配慮した働き方（短時間・中抜

き等）を選ぶことができる。江東園は多様な共生型事業を行う法人であり「世代

間交流」を実践してきた。どのような「老若障男女」も少しの時間・職種を選択・

本人のできる範囲で存在を認められることで、働く仲間になれる」と考えて

いる。 
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資格者、正規と非また、福祉施設には、介護士・支援員・保育士・看護師・栄

養士・調理員・ヘルパー・運転介助員・事務員等様々な職種と有資格者と無正規、

有償と無償ボランティア等多様な働き方がある。高齢者の働き方には、人生の中

で得た経験を生かす仕事を選んでいただいている 

３． つばきの事業形態が日中を中心に行われている事業であること、また、高

齢者雇用を積極的に推進した結果、多くの中高年の就労者が様々な現場

で働いている。 

このような中で、かねてから関わりのある、東京都健康長寿医療センター

「社会参加と地域保健研究チーム」の松永博子氏より高齢者が働くことによ

る効果について、ケアセンターつばきで調査研究の依頼があり協力すること

になった。 

「江東園ケアセンターつばきにおいておこなわれている高齢者の雇用と活用

の取り組み」の調査に協力 

【調査日 2019 年１０月 18 日】 

【発表 2020 年 11 月 14 日・15 日】 

研究発表の結果は添付資料参照 

         －調査研究結果資料添付― 
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４． ケアセンターつばきの高齢女性の就労における貧困を知る 

(1)ケアセンターつばきの雇用基礎データ 

   ・ケアセンターつばき総職員数・・113 名 

・中高年者の就労人数・・55 歳~84 歳・・35 名 

・総人数に占める高齢者割合・・約 30％ 

・職種別・・保育士（４）介護補助（５）支援員（５） 

運転介助員（５）調理員（４） 

介護ヘルパー（（１０）清掃・昼食補助（２） 

（2）貧乏ばあさん（B.B）の事例 

  事例１・・「夫が無年金なので私も無年金者、一生働かなくてはなりませ

ん！」   （7３歳女性・調理補助） 

    ２・・「議員年金を夫がマンション建設に使い他界、残された妻は無

年金」  (8２歳女性・支援補助) 

  高齢者雇用の実態事例１・２は、無年金高齢者が多くいること を知るこ

とになった。そのほか生活保護世帯の中高年の雇用事例も多く、高齢者とりわけ

夫亡き後の一人暮らし高齢女性の貧困を知ることとなった。 

５．おわりに 

「女一生の働き方」勉強会を通じて、女性高齢者のジェンダーによる賃金差別や
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労働差別が明らかになった。 

また、2018 年の世界の相対的貧困率において韓国に次いで低いことが分かった。 

高齢者とりわけ高齢女性を多く雇用する社会福祉法人において今後とも高齢女

性に寄り添い働き続けられる場の確保と生活の自立に向けた相談・支援を実践

していきたいと思っている。 

貧乏ばあさんいない国、豊かな老後を目指し、今後とも「高齢社会をよくする女

性の会」と連携して発信していきたい。 

第 1 回 勉強会 浅倉むつ子先生（2021 年 7 月） 

  第 2 回 勉強会 大沢真理先生 (2022 年 9 月) 

勉強会にご登壇いただきました浅倉先生・大沢先生に心より感謝申し上げます。 

そして「NPO 法人高齢社会をよくする女性の会」の会員の皆様の多くの声を聴

き、共に学ぶことができましたこと、樋口恵子代表には心よりの感謝を申し上げ

ます。 

 


